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次世代超低公害ディーゼル車用尿素水の販売開始について

三菱化学株式会社

日本化成株式会社

三菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：冨澤　龍一）は、今般､次世代超低公害ディーゼルトラックに導入される尿素ＳＣＲシステム※に対応する高品位の尿素水の開発に成功しました。本年１２月１日より、三菱化学グループの無機事業の中核を担う日本化成株式会社（本社：福島県いわき市、社長：一万田　道敏）において製造・販売を開始いたします。

尿素ＳＣＲシステムとは、ディーゼルトラックのエンジンから接続される排気管内に尿素水を噴射し、排気ガス中に含まれる窒素酸化物（ＮＯx）を無害な水と窒素に分解することで､排気されるＮＯx量を大幅に低減する超低公害技術です。

自動車、特にディーゼル車の排出ガス中のＮＯx量低減は、日本でも重要な課題となっており、平成１７年には、一段と厳しい規制となる新長期排出ガス規制が施行されますが、尿素ＳＣＲシステムを導入することで、この新たな規制をクリアするだけでなく、他の低公害技術を導入する車両に比べ燃費が１０％超改善するメリットが得られます。こうした利点から、同システムは、今後ディーゼルトラックへの搭載が事実上の標準規格になると考えられており、まもなく商品化される見込みです。

三菱化学では、平成１４年から独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）が提唱してきた「高効率クリーンエネルギー自動車の研究開発」事業において尿素ＳＣＲシステムの研究に参画してきました。

また、長年尿素関連事業で培ってきたノウハウを活かして、時間経過や温度変化による尿素水内の不純物の生成を抑制する技術を確立し、よりＳＣＲシステムに適した高品位尿素水の開発に成功しました。

一方、日本化成は、小名浜工場（能力　2.3万kl／年）及び黒崎工場（能力　1万kl／年）の東西２箇所に国内最大の高品位尿素水製造能力を有することになることから、ユーザーのニーズに合わせた最適な製品の供給が可能となります。

今後、自動車燃料の分野において販売・物流面で知見と実績のある伊藤忠エネクス株式会社等と提携し拡販を図るなど、同事業を積極的に推進してまいります。

以　上

注）ＳＣＲ：Selective Catalytic Reduction(選択還元型)の略
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